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　平成24年度　川内村敬老会を９月８日（土）に開催しま

した。敬老者の皆様には、長年、社会に貢献されてきまし

たことに感謝し、長寿をお祝いしました。

　 関連ページ　９ページ
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広報かわうち 平成 24 年 10 月

KAWAUCHI

区　分 予算額  歳入決算額  歳出決算額 歳入歳出差引 23年度繰越額 実質収支

一 般 会 計 10,090,162 5,960,483 5,609,253 351,230 94,630  256,600

国 保 会 計 556,212 572,976 528,651 44,325 0 44,325

直 診 会 計 86,475 88,279 80,687 7,592 0  7,592

農集排会計  143,558 126,672 94,139 32,533 0 32,533

介 護 会 計 361,206 382,656 326,411 56,245 0 56,245

介護サービス会計  510 499  435  64  0  64

後期高齢者医療会計 95,587 76,812 76,120 692 0 692

計 11,333,710 7,208,377 6,715,696 492,681 94,630 398,051

　区　分    調定額    収入額  収納率

村　民　税　  38,802   27,327   70.4

固定資産税   345,732  335,907   97.2

軽自動車税      198       18     9.1

た ば こ 税    3,008    3,008   100.0

特別土地保有税                          0.0

　　計　  　387,740  366,260   94.5

国民健康保険税    29,947 　 2,413    8.1

介護保険料　　7,071    5,759   81.4

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 

特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準  

農業集落排水事業特別会計 ― 20

（単位：%）

　平成23年度一般会計の決算額は、歳入総額59億6,048万円、歳出総額56億925万円で、前年度に比べ、歳入
が29億6,201万円（198.8％）、歳出が27億6,634万円（197.3％）の増額となり、歳入歳出ともに前年度より約
２倍の増額となりました。
　歳入決算内訳では、原発事故等避難に伴い、地方税の減免措置により24.6％の減少となった一方、震災復
興特別交付税が２億7,069万円の増額、県支出金は23億323万円、前年度対比546％と大幅な増額となり、こ
れは主に震災復興事業費（除染関連等）に充てております。
　歳出では、除染関連事業に係る経費が15億9,243万円で大幅な増額、線量計配布事業4,057万円、災害義援
金１億9,851万円、仮設コミュニティセンター建設工事3,548万円等の事業を実施しました。

　平成19年６月に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が公布されました。この法律は、地方公共団体の財政の
健全性について、指標等により分析し、比率に応じた早期健全化や財政の再生及び公営企業の経営の健全化に必要な行
財政の措置を講ずることにより、地方公共団体の健全化に資することを目的として施行され、その状況を公表していま
す。公表する指標は健全化判断比率及び資金不足比率です。
　村の財政状況としては、実質赤字比率、連結赤字比率、将来負担比率では、赤字がないため数値として現れません。実
質公債費比率では昨年より0.8％減少の6.0％となりました。
　又、公営会計である農業集落排水特別会計の資金不足状況では赤字となっていないため数値として現れません。

いずれの比率においても健全化計画の策定を義務付けされる基準に該当していません。
　・実質赤字比率：一般会計赤字額の通常収入額に対する割合
　・連結実質赤字比率：全会計連結した場合の赤字額の通常収入額に対する割合
　・実質公債費比率：実質的な借入金返済額の通常収入額に対する割合
　・将来負担比率：借入金及び将来支払う可能性のある負担額の収入額に対する割合
※　赤字がない場合は「―」(該当なし)として表示しています。 

平成23年度一般会計決算状況平成23年度一般会計決算状況

平成23年度一般会計決算状況
歳入決算額

財政の健全化判断比率

村税等収納実績

村税一人当たりの負担額 歳出決算額

会計別決算状況

健全化判断比率

59億6,048万円（22年度　29億9,847万円） 歳出決算額 56億925万円（22年度　28億4,291万円）

    　　　　　　 

 実質赤字比率 連結赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

村　の　比　率 ― ― 6.0 ―  

早期健全化基準 15.0 20.0 25.0 350.0

財政再生基準 20.0 40.0 35.0

（単位：%）

資金不足比率においても健全化計画の策定を義務付けされる基準に該当していません。
 ・資金不足比率：赤字額の営業収益の割合
※　資金不足がない場合は「―」(該当なし)として表示しています。

資金不足比率

起債の状況(一般会計)

基金の状況

村税一人
当たりの負担額

16,346円

歳出決算額
56億925万円

目的別
（単位：千円）

総務費

1,904,970

村民税,

9,670円

固定資産税

5,605円

災害復旧費

1,592,432

民生費

848,670

衛生費 153,772

教育費 136,525

労働費 0

消防費 85,725

土木費 70,576

商工費 94,033

農林水産業費 316,362

（大規模償却資産を除く）

平成24年３月31日現在

(平成24年3月31日現在）

(平成24年3月31日現在）

議会費 76,618たばこ税 1,064円 公債費 329,570軽自動車税

6円

自主財源
1,189,236（20.0%）

依存財源　4,771,247（80.0%）

（単位：千円）

村税
366,260（6.1%）

国庫支出金
190,699（3.2%）

地方交付税
2,181,157（36.6%）

県支出金
2,283,917（38.3%）

財産収入　13,751（0.2%） 村債　35,000（0.6%）
諸収入外　809,225（13.6%） 地方譲与税外　80,474（1.4%）

（単位：千円・%） （単位：千円）

23年度末現在高（千円）

766,652　

172,621　

 

167,539　

185,771　

32,099　

村民１人当りの借入額 (円 )

271,285　

61,083　

0　

59,285　

65,736　

11,358　

起債名

過疎対策事業債

辺地対策事業債

一般公共事業債

一般単独事業債

義務教育事業債

災害復旧事業債

土 地 開 発 基 金

特 別 導 入 事 業

財 政 調 整 基 金

育 英 奨 学 資 金 貸 与 基 金

減 債 基 金

水田農業確立特別対策基金

ふるさと教育文化振興基金

地 域 づ く り 振 興 基 金

地 域 福 祉 基 金

中山間ふるさと水と土基金

公共施設建設準備及び維持管理基金

交流施設維持管理準備基金

60,000

7,565

1,115,056

160,047

9,141

5,700

12,209

95,220

127,238

10,090

974,995

1,437

21,231

2,677

394,570

56,634

3,235

2,017

4,320

33,694

45,024

3,570

345,009

508

23年度末現在高（千円）

51,977　

29,778　

1,093,085　

21,006　

2,520,528　

　

村民１人当りの借入額 (円 )

18,392　

0　

10,537　

386,796　

7,433　

891,907　

起債名

公有林等事業債

福島県振興基金債

減 税 補 て ん 債

臨時財政対策債

そ の 他

合 計

基金名 23 年度末
現在高（千円）

村民１人当りの
積立額 ( 円 )

川内村ふるさと応援モリタロウ基金

過疎地域自立促進特別事業基金

川内村住民に光を注ぐ交付金事業基金

川内村東日本大震災復興基金

川 内 村 復 興 基 金

東日本大震災生活・産業基盤復興再生事業基金

国民健康保険給付費支払準備基金

国民健康保険高額療養費貸付基金

介 護 給 付 費 準 備 基 金

川内村農集排施設維持管理準備基金

合 　 　 　 　 計

7,109

35,000

2,660

43,088

899,898

300,000

39,247

1,961

25,326

10,452

3,943,439

2,516

12,385

941

15,247

318,435

106,157

13,888

694

8,962

3,699

1,395,414

基金名 23 年度末
現在高（千円）

村民１人当りの
積立額 (円 )
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広報かわうち 平成 24 年 10 月

KAWAUCHI

区　分 予算額  歳入決算額  歳出決算額 歳入歳出差引 23年度繰越額 実質収支

一 般 会 計 10,090,162 5,960,483 5,609,253 351,230 94,630  256,600

国 保 会 計 556,212 572,976 528,651 44,325 0 44,325

直 診 会 計 86,475 88,279 80,687 7,592 0  7,592

農集排会計  143,558 126,672 94,139 32,533 0 32,533

介 護 会 計 361,206 382,656 326,411 56,245 0 56,245

介護サービス会計  510 499  435  64  0  64

後期高齢者医療会計 95,587 76,812 76,120 692 0 692

計 11,333,710 7,208,377 6,715,696 492,681 94,630 398,051

　区　分    調定額    収入額  収納率

村　民　税　  38,802   27,327   70.4

固定資産税   345,732  335,907   97.2

軽自動車税      198       18     9.1

た ば こ 税    3,008    3,008   100.0

特別土地保有税                          0.0

　　計　  　387,740  366,260   94.5

国民健康保険税    29,947 　 2,413    8.1

介護保険料　　7,071    5,759   81.4

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 

特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準  

農業集落排水事業特別会計 ― 20

（単位：%）

　平成23年度一般会計の決算額は、歳入総額59億6,048万円、歳出総額56億925万円で、前年度に比べ、歳入
が29億6,201万円（198.8％）、歳出が27億6,634万円（197.3％）の増額となり、歳入歳出ともに前年度より約
２倍の増額となりました。
　歳入決算内訳では、原発事故等避難に伴い、地方税の減免措置により24.6％の減少となった一方、震災復
興特別交付税が２億7,069万円の増額、県支出金は23億323万円、前年度対比546％と大幅な増額となり、こ
れは主に震災復興事業費（除染関連等）に充てております。
　歳出では、除染関連事業に係る経費が15億9,243万円で大幅な増額、線量計配布事業4,057万円、災害義援
金１億9,851万円、仮設コミュニティセンター建設工事3,548万円等の事業を実施しました。

　平成19年６月に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が公布されました。この法律は、地方公共団体の財政の
健全性について、指標等により分析し、比率に応じた早期健全化や財政の再生及び公営企業の経営の健全化に必要な行
財政の措置を講ずることにより、地方公共団体の健全化に資することを目的として施行され、その状況を公表していま
す。公表する指標は健全化判断比率及び資金不足比率です。
　村の財政状況としては、実質赤字比率、連結赤字比率、将来負担比率では、赤字がないため数値として現れません。実
質公債費比率では昨年より0.8％減少の6.0％となりました。
　又、公営会計である農業集落排水特別会計の資金不足状況では赤字となっていないため数値として現れません。

いずれの比率においても健全化計画の策定を義務付けされる基準に該当していません。
　・実質赤字比率：一般会計赤字額の通常収入額に対する割合
　・連結実質赤字比率：全会計連結した場合の赤字額の通常収入額に対する割合
　・実質公債費比率：実質的な借入金返済額の通常収入額に対する割合
　・将来負担比率：借入金及び将来支払う可能性のある負担額の収入額に対する割合
※　赤字がない場合は「―」(該当なし)として表示しています。 

平成23年度一般会計決算状況平成23年度一般会計決算状況

平成23年度一般会計決算状況
歳入決算額

財政の健全化判断比率

村税等収納実績

村税一人当たりの負担額 歳出決算額

会計別決算状況

健全化判断比率

59億6,048万円（22年度　29億9,847万円） 歳出決算額 56億925万円（22年度　28億4,291万円）

    　　　　　　 

 実質赤字比率 連結赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

村　の　比　率 ― ― 6.0 ―  

早期健全化基準 15.0 20.0 25.0 350.0

財政再生基準 20.0 40.0 35.0

（単位：%）

資金不足比率においても健全化計画の策定を義務付けされる基準に該当していません。
 ・資金不足比率：赤字額の営業収益の割合
※　資金不足がない場合は「―」(該当なし)として表示しています。

資金不足比率

起債の状況(一般会計)

基金の状況

村税一人
当たりの負担額

16,346円

歳出決算額
56億925万円

目的別
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1,904,970

村民税,
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(平成24年3月31日現在）

議会費 76,618たばこ税 1,064円 公債費 329,570軽自動車税

6円

自主財源
1,189,236（20.0%）

依存財源　4,771,247（80.0%）

（単位：千円）

村税
366,260（6.1%）

国庫支出金
190,699（3.2%）

地方交付税
2,181,157（36.6%）

県支出金
2,283,917（38.3%）

財産収入　13,751（0.2%） 村債　35,000（0.6%）
諸収入外　809,225（13.6%） 地方譲与税外　80,474（1.4%）

（単位：千円・%） （単位：千円）
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394,570
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福島県振興基金債

減 税 補 て ん 債

臨時財政対策債

そ の 他

合 計

基金名 23 年度末
現在高（千円）

村民１人当りの
積立額 ( 円 )

川内村ふるさと応援モリタロウ基金

過疎地域自立促進特別事業基金

川内村住民に光を注ぐ交付金事業基金

川内村東日本大震災復興基金

川 内 村 復 興 基 金

東日本大震災生活・産業基盤復興再生事業基金
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国民健康保険高額療養費貸付基金
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川内村農集排施設維持管理準備基金
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7,109

35,000

2,660
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899,898

300,000
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現在高（千円）

村民１人当りの
積立額 (円 )
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KAWAUCHI

　今年度より実施している村内産食品の放射能簡易測定の

結果となります。測定期間は５月1日～８月31日の間とな

ります。検出限界値は約20Bq/kgで、それよりも低い値は

測定の信頼性が低くなるため「検出限界値未満」と記入さ

れています。一般食品における放射性物質の摂取制限値は

100Bq/kgです。100Bq/kgを超えた検体のある品目は●が

付いています。100Bq/kgを超えた食品は、旧警戒区域や

特定避難勧奨地点の近く（６区・７区）で採れたものや、

きのこ・タケノコといった山菜に多くみられました。

測定期間 ５月1日～         ８月31日測定期間 ５月1日～         ８月31日

問合せ先：農村振興課　農政係　０２４０－３８－２１１５

村内産食品放射能簡易    測定の結果

検査品目 ０～１００ Bq/kg 未満の地区 １００ Bq/kg 以上が検出された地区 検体数合計

インゲン

ウグイ

●ウド

●ウメ

6

3

1

6

1

5

61

1

43

72

最大値

糠馬喰、坂シ内、大蛇ノ神 該当なし

該当なし 前谷地

ウリ

●ウルイ

小豆

アスパラガス

●アップルミント

イチゴ

●イノシシ

●イワナ

該当なし

鷹ノ巣、沢、沼畑、舘屋、西山 平沢

宮ノ下、坂シ内

該当なし 後谷地、前谷地、瀬耳上、平沢、小田代

十八窪、瀬耳上、坂シ内、手古岡、熊ノ坪など35か所 該当なし

北川原 該当なし

高見曽根、久保、宮ノ下、田ノ入、手古岡など27か所 手古岡

後谷地、林、坂シ内、沼田、平沢など45か所 持留

後谷地、沼畑、大根森、御所平 該当なし1

2

3

4

5

6

グレープフルーツ

クレソン

桑の葉

●きのこ（野生含む）

キャベツ

キュウリ

ギンナン

グミ

栗の葉

カブ

カボチャ

乾麺

キウイ

キクイモ

きぬさや

オカヒジキ

オクラ

オレガノ

13

14

15

16

17

18

7

8

9

10

11

12

36

25

26

27

28

29

30

19

20

21

22

23

24

オレンジ

柿

●柏の葉

49

50

51

52

43

44

45

46

47

48

37

38

39

40

41

42

31

32

33

34

35

ジャガイモ

シュンギク

スイカ

スグリ

ズッキーニ

コンフリ

サンショウ

サントウサイ

●シイタケ(野生含む)

シシトウ

シソ

持留　21Bq/kg

検出限界値未満

検出限界値未満

検出限界値未満

検出限界値未満

検出限界値未満

検出限界値未満

検出限界値未満

シドケ

ゴボウ

コマツナ

小麦粉

米

鯉

ゴーヤ

こごみ

宮坂 該当なし

前谷地、鷹ノ巣 該当なし

国見、沼畑、子安川、大根森、石崎 該当なし

北川原 該当なし

堂小屋　78Bq/kg

高見曽根　223Bq/kg

検出限界値未満

検出限界値未満

検出限界値未満

検出限界値未満

検出限界値未満

検出限界値未満

持留　547Bq/kg

検出限界値未満

検出限界値未満

検出限界値未満

検出限界値未満

検出限界値未満

堂小屋　336Bq/kg

検出限界値未満

前谷地　49Bq/kg

手古岡　82Bq/kg

十八窪、原、早渡、宮坂、堂小屋 該当なし

該当なし 手古岡

十八窪、前谷地、関場、長網 該当なし

十八窪、井戸ノ入、細越、手古岡 該当なし

関場 該当なし

宮坂 該当なし

関場、国見、堂小屋、西山 該当なし

前谷地、沼田、糠馬喰、御所平、北川原、手古岡 高見曽根

前谷地 該当なし

十八窪、持留、大根森、坂シ内、手古岡など18か所 該当なし

柳原 該当なし

宮坂 該当なし

舘屋 該当なし

鷹ノ巣 該当なし

舘屋 後谷地、舘屋、持留

十八窪、高見曽根、関場、大蛇ノ神など14か所 該当なし

高見曽根、北田、舘屋、大蛇ノ神、熊ノ坪など59か所 該当なし

大根森 該当なし

舘屋 該当なし

持留 該当なし

十八窪、糠馬喰、後谷地、関場、大根森 該当なし

町分 該当なし

長網、舘屋、手古岡 該当なし

木ノ葉橋、大蛇ノ神、小田代 該当なし

大平、柳原 該当なし

下原、綱木、原、早渡、北川原など11か所 該当なし

国見、坂シ内 該当なし

大根森 該当なし

国見 該当なし

前谷地 高見曽根、舘屋、堂小屋

久保、細越、太田、北川原 該当なし

該当なし

原、大根森、舘屋、坂シ内、手古岡 該当なし

該当なし

十八窪、長網、関場、御所平、マリ山 該当なし

村内各地区 該当なし

毛戸 該当なし

続ヶ滝、後谷地、中島、町分、大蛇ノ神、西山 該当なし

村内各地区

11

5

5

1

1

5

13

1

22

1

1

1

1

4

15

125

1

1

村内各地区

12

1

8

2

12

2

1

1

4

4

16

6

検出限界値未満

十八窪　25Bq/kg

検出限界値未満

検出限界値未満

検出限界値未満

持留　123Bq/kg

検出限界値未満

平沢　353Bq/kg

関場　41Bq/kg

検出限界値未満

検出限界値未満

検出限界値未満

93

5

前谷地　53Bq/kg

石崎　20Bq/kg

北川原　64Bq/kg

2

1

2

5

1

6

1

5

3

2

検出限界値未満

検出限界値未満

後谷地　30Bq/kg

検出限界値未満

前谷地　150Bq/kg

検出限界値未満

手古岡　220Bq/kg

小田代　1,440Bq/kg

手古岡　21Bq/kg

北川原　61Bq/kg

手古岡　135Bq/kg

検査品目 ０～１００ Bq/kg未満の地区 １００ Bq/kg以上が検出された地区 検体数合計

検出限界値未満

検出限界値未満

十八窪　63Bq/kg

検出限界値未満

後谷地　445Bq/kg

検出限界値未満

検出限界値未満

高見曽根　37Bq/kg

検出限界値未満

後谷地　25Bq/kg

検出限界値未満

2 南　248Bq/kg104 ●ワラビ

1

12

7

検出限界値未満

検出限界値未満

平沢　191Bq/kg

1

2

最大値

4

30

44

1

菅の沢、舘屋、北川原、田ノ入、石崎など23か所 南、下原

後谷地、原、勝追、田ノ入、南など１６か所高見曽根、下原、石崎、手古岡、坂シ内など　18か所

該当なし十八窪、久保、坂シ内、手古岡など　17か所

該当なし十八窪、後谷地、国見、太田

戸毛ノ森、十八窪、大平、平沢、小田代 該当なし

後谷地 該当なし

高見曽根、後谷地、大平、小笹目 該当なし

該当なし

十八窪、関場、宮坂、熊ノ坪 該当なし

坂シ内 該当なし

原 三ツ石

99 ラッキョウ

100 リンゴ

沼畑 該当なし

大平、手古岡 該当なし

手古岡

101 ルバーブ

102 レタス

103 ●ワサビ

小田代 該当なし

後谷地、北田、国見、手古岡、熊ノ坪 該当なし

後谷地、舘屋、田ノ入、原、平沢、手古岡 平沢

1

検出限界値未満

検出限界値未満

検出限界値未満

95 ヤマイモ

96 山男

97 ヨモギ

御所平 該当なし

西山 該当なし

前谷地、関場、沼畑、田ノ入、石崎、西山 該当なし

1

1

10

検出限界値未満

西山　93Bq/kg

前谷地　72Bq/kg

98 ラズベリー

92 モロッコ

93 モロヘイヤ

94 ヤーコンの葉

瀬耳上、持留、木ノ葉橋 該当なし

十八窪、関場、北田、太田、沼畑、手古岡、熊ノ坪 該当なし

坂シ内 該当なし

4

9

1

検出限界値未満

沼畑　21Bq/kg

検出限界値未満

89 メロン

90 モモ

91 モヤシ

町分 該当なし

宮坂 該当なし

宮坂 該当なし

1

1

2

検出限界値未満

検出限界値未満

検出限界値未満

86 ミツバ

87 ミニトマト

88 ミョウガ

鷹ノ巣、久保、関場、原、坂シ内、松川原 該当なし

木ノ葉橋、坂シ内、宮坂、手古岡 該当なし

手古岡、沼田、平沢、後谷地、坂シ内など30か所 該当なし

9

4

45

松川原　85Bq/kg

検出限界値未満

手古岡　42Bq/kg

83 ホウレンソウ

84 ●ミズナ

85 味噌

戸毛ノ森、十八窪、関場、堂小屋 該当なし

後谷地 貝ノ坂

瀬耳上、綱木、原、北川原、西山、糠塚 該当なし

4

3

10

十八窪　21Bq/kg

貝ノ坂　177Bq/kg

検出限界値未満

80 プラム

81 ブルーベリー

82 ブロッコリー

舘屋 該当なし

田ノ入、綱木、手古岡、後谷地、バクなど13か所 該当なし

後谷地、手古岡 該当なし

77 ピーマン

78 ●フキ

79 豚肉

後谷地、関場、持留、宮坂など　15か所 該当なし

後谷地、田ノ入、三ツ石、牛渕など47か所 舘屋、毛戸、手古岡、後谷地など9か所

宮坂 該当なし

1

19

2

検出限界値未満

田ノ入　63Bq/kg

手古岡　21Bq/kg

16

98

5

検出限界値未満

舘屋　141Bq/kg

検出限界値未満

3

1

2

高見曽根　20Bq/kg

検出限界値未満

三ツ石　2,048Bq/kg

72 ニンニク

73 ネギ

久保、綱木、沼田、堂小屋、手古岡など　12か所 該当なし

糠馬喰、関場、沼畑、宮ノ下、熊ノ坪など　18か所 該当なし

16

29

74 ハクサイ

75 ハスカップ

76 ●ハチミツ

後谷地、高見曽根 該当なし

検出限界値未満

検出限界値未満

検出限界値未満

68 ナス

69 ナノハナ

70 ニラ

高見曽根、関場、瀬耳上、小田代など　37か所 該当なし

町分 該当なし

後谷地、太田、町分、宮ノ下、西山など　15か所 該当なし

58

1

17

検出限界値未満

検出限界値未満

太田　57Bq/kg

71

67 トロロイモ

前谷地、中里、早渡、御所平、水上など　25か所 該当なし

宮坂 該当なし

国見、平沢 該当なし

8ニンジン

2

3

9

5

検出限界値未満

検出限界値未満

毛戸　255Bq/kg

65 トマト

66

28

6

62 ツルムラサキ

63 トウモロコシ

64 ●ドクダミ

早渡、坂シ内、手古岡 該当なし

十八窪、糠馬喰、久保、国見、太田、宮ノ下、御所平 該当なし

大根森、舘屋、平沢 毛戸

鶏肉

5

1

6 大平　52Bq/kg

56 卵

57 タマネギ

58 タラノメ

続ヶ滝 該当なし

下原、大平、坂シ内、手古岡、堂小屋など　16か所 該当なし

高見曽根、町分、北川原、原 該当なし

21

4

59 チンゲンサイ

60 ツチアケビ

61 ツチグリ

53 セリ

54 ダイコン

55 ●タケノコ
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広報かわうち 平成 24 年 10 月

KAWAUCHI

　今年度より実施している村内産食品の放射能簡易測定の

結果となります。測定期間は５月1日～８月31日の間とな

ります。検出限界値は約20Bq/kgで、それよりも低い値は

測定の信頼性が低くなるため「検出限界値未満」と記入さ

れています。一般食品における放射性物質の摂取制限値は

100Bq/kgです。100Bq/kgを超えた検体のある品目は●が

付いています。100Bq/kgを超えた食品は、旧警戒区域や

特定避難勧奨地点の近く（６区・７区）で採れたものや、

きのこ・タケノコといった山菜に多くみられました。

測定期間 ５月1日～         ８月31日測定期間 ５月1日～         ８月31日

問合せ先：農村振興課　農政係　０２４０－３８－２１１５

村内産食品放射能簡易    測定の結果

検査品目 ０～１００ Bq/kg 未満の地区 １００ Bq/kg 以上が検出された地区 検体数合計

インゲン

ウグイ

●ウド

●ウメ

6

3

1

6

1

5

61

1

43

72

最大値

糠馬喰、坂シ内、大蛇ノ神 該当なし

該当なし 前谷地

ウリ

●ウルイ

小豆

アスパラガス

●アップルミント

イチゴ

●イノシシ

●イワナ

該当なし

鷹ノ巣、沢、沼畑、舘屋、西山 平沢

宮ノ下、坂シ内

該当なし 後谷地、前谷地、瀬耳上、平沢、小田代

十八窪、瀬耳上、坂シ内、手古岡、熊ノ坪など35か所 該当なし

北川原 該当なし

高見曽根、久保、宮ノ下、田ノ入、手古岡など27か所 手古岡

後谷地、林、坂シ内、沼田、平沢など45か所 持留

後谷地、沼畑、大根森、御所平 該当なし1

2

3

4

5

6

グレープフルーツ

クレソン

桑の葉

●きのこ（野生含む）

キャベツ

キュウリ

ギンナン

グミ

栗の葉

カブ

カボチャ

乾麺

キウイ

キクイモ

きぬさや

オカヒジキ

オクラ

オレガノ

13

14

15

16

17

18

7

8

9

10

11

12

36

25

26

27

28

29

30

19

20

21

22

23

24

オレンジ

柿

●柏の葉

49

50

51

52

43

44

45

46

47

48

37

38

39

40

41

42

31

32

33

34

35

ジャガイモ

シュンギク

スイカ

スグリ

ズッキーニ

コンフリ

サンショウ

サントウサイ

●シイタケ(野生含む)

シシトウ

シソ

持留　21Bq/kg

検出限界値未満

検出限界値未満

検出限界値未満

検出限界値未満

検出限界値未満

検出限界値未満

検出限界値未満

シドケ

ゴボウ

コマツナ

小麦粉

米

鯉

ゴーヤ

こごみ

宮坂 該当なし

前谷地、鷹ノ巣 該当なし

国見、沼畑、子安川、大根森、石崎 該当なし

北川原 該当なし

堂小屋　78Bq/kg

高見曽根　223Bq/kg

検出限界値未満

検出限界値未満

検出限界値未満

検出限界値未満

検出限界値未満

検出限界値未満

持留　547Bq/kg

検出限界値未満

検出限界値未満

検出限界値未満

検出限界値未満

検出限界値未満

堂小屋　336Bq/kg

検出限界値未満

前谷地　49Bq/kg

手古岡　82Bq/kg

十八窪、原、早渡、宮坂、堂小屋 該当なし

該当なし 手古岡

十八窪、前谷地、関場、長網 該当なし

十八窪、井戸ノ入、細越、手古岡 該当なし

関場 該当なし

宮坂 該当なし

関場、国見、堂小屋、西山 該当なし

前谷地、沼田、糠馬喰、御所平、北川原、手古岡 高見曽根

前谷地 該当なし

十八窪、持留、大根森、坂シ内、手古岡など18か所 該当なし

柳原 該当なし

宮坂 該当なし

舘屋 該当なし

鷹ノ巣 該当なし

舘屋 後谷地、舘屋、持留

十八窪、高見曽根、関場、大蛇ノ神など14か所 該当なし

高見曽根、北田、舘屋、大蛇ノ神、熊ノ坪など59か所 該当なし

大根森 該当なし

舘屋 該当なし

持留 該当なし

十八窪、糠馬喰、後谷地、関場、大根森 該当なし

町分 該当なし

長網、舘屋、手古岡 該当なし

木ノ葉橋、大蛇ノ神、小田代 該当なし

大平、柳原 該当なし

下原、綱木、原、早渡、北川原など11か所 該当なし

国見、坂シ内 該当なし

大根森 該当なし

国見 該当なし

前谷地 高見曽根、舘屋、堂小屋

久保、細越、太田、北川原 該当なし

該当なし

原、大根森、舘屋、坂シ内、手古岡 該当なし

該当なし

十八窪、長網、関場、御所平、マリ山 該当なし

村内各地区 該当なし

毛戸 該当なし

続ヶ滝、後谷地、中島、町分、大蛇ノ神、西山 該当なし

村内各地区

11

5

5

1

1

5

13

1

22

1

1

1

1

4

15

125

1

1

村内各地区

12

1

8

2

12

2

1

1

4

4

16

6

検出限界値未満

十八窪　25Bq/kg

検出限界値未満

検出限界値未満

検出限界値未満

持留　123Bq/kg

検出限界値未満

平沢　353Bq/kg

関場　41Bq/kg

検出限界値未満

検出限界値未満

検出限界値未満

93

5

前谷地　53Bq/kg

石崎　20Bq/kg

北川原　64Bq/kg

2

1

2

5

1

6

1

5

3

2

検出限界値未満

検出限界値未満

後谷地　30Bq/kg

検出限界値未満

前谷地　150Bq/kg

検出限界値未満

手古岡　220Bq/kg

小田代　1,440Bq/kg

手古岡　21Bq/kg

北川原　61Bq/kg

手古岡　135Bq/kg

検査品目 ０～１００ Bq/kg未満の地区 １００ Bq/kg以上が検出された地区 検体数合計

検出限界値未満

検出限界値未満

十八窪　63Bq/kg

検出限界値未満

後谷地　445Bq/kg

検出限界値未満

検出限界値未満

高見曽根　37Bq/kg

検出限界値未満

後谷地　25Bq/kg

検出限界値未満

2 南　248Bq/kg104 ●ワラビ

1

12

7

検出限界値未満

検出限界値未満

平沢　191Bq/kg

1

2

最大値

4

30

44

1

菅の沢、舘屋、北川原、田ノ入、石崎など23か所 南、下原

後谷地、原、勝追、田ノ入、南など１６か所高見曽根、下原、石崎、手古岡、坂シ内など　18か所

該当なし十八窪、久保、坂シ内、手古岡など　17か所

該当なし十八窪、後谷地、国見、太田

戸毛ノ森、十八窪、大平、平沢、小田代 該当なし

後谷地 該当なし

高見曽根、後谷地、大平、小笹目 該当なし

該当なし

十八窪、関場、宮坂、熊ノ坪 該当なし

坂シ内 該当なし

原 三ツ石

99 ラッキョウ

100 リンゴ

沼畑 該当なし

大平、手古岡 該当なし

手古岡

101 ルバーブ

102 レタス

103 ●ワサビ

小田代 該当なし

後谷地、北田、国見、手古岡、熊ノ坪 該当なし

後谷地、舘屋、田ノ入、原、平沢、手古岡 平沢

1

検出限界値未満

検出限界値未満

検出限界値未満

95 ヤマイモ

96 山男

97 ヨモギ

御所平 該当なし

西山 該当なし

前谷地、関場、沼畑、田ノ入、石崎、西山 該当なし

1

1

10

検出限界値未満

西山　93Bq/kg

前谷地　72Bq/kg

98 ラズベリー

92 モロッコ

93 モロヘイヤ

94 ヤーコンの葉

瀬耳上、持留、木ノ葉橋 該当なし

十八窪、関場、北田、太田、沼畑、手古岡、熊ノ坪 該当なし

坂シ内 該当なし

4

9

1

検出限界値未満

沼畑　21Bq/kg

検出限界値未満

89 メロン

90 モモ

91 モヤシ

町分 該当なし

宮坂 該当なし

宮坂 該当なし

1

1

2

検出限界値未満

検出限界値未満

検出限界値未満

86 ミツバ

87 ミニトマト

88 ミョウガ

鷹ノ巣、久保、関場、原、坂シ内、松川原 該当なし

木ノ葉橋、坂シ内、宮坂、手古岡 該当なし

手古岡、沼田、平沢、後谷地、坂シ内など30か所 該当なし

9

4

45

松川原　85Bq/kg

検出限界値未満

手古岡　42Bq/kg

83 ホウレンソウ

84 ●ミズナ

85 味噌

戸毛ノ森、十八窪、関場、堂小屋 該当なし

後谷地 貝ノ坂

瀬耳上、綱木、原、北川原、西山、糠塚 該当なし

4

3

10

十八窪　21Bq/kg

貝ノ坂　177Bq/kg

検出限界値未満

80 プラム

81 ブルーベリー

82 ブロッコリー

舘屋 該当なし

田ノ入、綱木、手古岡、後谷地、バクなど13か所 該当なし

後谷地、手古岡 該当なし

77 ピーマン

78 ●フキ

79 豚肉

後谷地、関場、持留、宮坂など　15か所 該当なし

後谷地、田ノ入、三ツ石、牛渕など47か所 舘屋、毛戸、手古岡、後谷地など9か所

宮坂 該当なし

1

19

2

検出限界値未満

田ノ入　63Bq/kg

手古岡　21Bq/kg

16

98

5

検出限界値未満

舘屋　141Bq/kg

検出限界値未満

3

1

2

高見曽根　20Bq/kg

検出限界値未満

三ツ石　2,048Bq/kg

72 ニンニク

73 ネギ

久保、綱木、沼田、堂小屋、手古岡など　12か所 該当なし

糠馬喰、関場、沼畑、宮ノ下、熊ノ坪など　18か所 該当なし

16

29

74 ハクサイ

75 ハスカップ

76 ●ハチミツ

後谷地、高見曽根 該当なし

検出限界値未満

検出限界値未満

検出限界値未満

68 ナス

69 ナノハナ

70 ニラ

高見曽根、関場、瀬耳上、小田代など　37か所 該当なし

町分 該当なし

後谷地、太田、町分、宮ノ下、西山など　15か所 該当なし

58

1

17

検出限界値未満

検出限界値未満

太田　57Bq/kg

71

67 トロロイモ

前谷地、中里、早渡、御所平、水上など　25か所 該当なし

宮坂 該当なし

国見、平沢 該当なし

8ニンジン

2

3

9

5

検出限界値未満

検出限界値未満

毛戸　255Bq/kg

65 トマト

66

28

6

62 ツルムラサキ

63 トウモロコシ

64 ●ドクダミ

早渡、坂シ内、手古岡 該当なし

十八窪、糠馬喰、久保、国見、太田、宮ノ下、御所平 該当なし

大根森、舘屋、平沢 毛戸

鶏肉

5

1

6 大平　52Bq/kg

56 卵

57 タマネギ

58 タラノメ

続ヶ滝 該当なし

下原、大平、坂シ内、手古岡、堂小屋など　16か所 該当なし

高見曽根、町分、北川原、原 該当なし

21

4

59 チンゲンサイ

60 ツチアケビ

61 ツチグリ

53 セリ

54 ダイコン

55 ●タケノコ
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お知らせ◆

10
月
の
賠
償
金
請
求
に
関
す
る

東
京
電
力
㈱
相
談
窓
口
の
開
設

　

東
京
電
力
㈱
で
は
、
次
の
日
程
で
賠
償
金

請
求
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
相
談
に
あ
た
っ
て
は
、
東
京
電
力
㈱
か

ら
郵
送
さ
れ
た
「
賠
償
金
請
求
の
ご
案
内
」

な
ど
の
関
係
資
料
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

①
川
内
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
１
階

会
議
室
）

■
日
時　

10
月
９
日(

火
）、
23
日(

火
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

②
郡
山
市　

稲
川
原　

仮
設
住
宅
集
会
所

■
日
時　

10
月
10
日
（
水
）、
24
日
（
水
）

　

午
前
９
時
～
午
前
11
時

　

10
月
16
日
（
火
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

③
郡
山
市 

若
宮
前 

仮
設
住
宅
集
会
所

■
日
時　

10
月
11
日
（
木
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

　

10
月
17
日
（
水
）、
25
日
（
木
）

　

午
前
９
時
～
午
前
11
時

④
郡
山
市　

南
１
丁
目　

仮
設
住
宅
集
会
所

■
日
時　

10
月
１
日
（
月
）、
15
日
（
月
）、

21
日
（
日
）、
29
日
（
月
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

⑤
い
わ
き
市　

四
倉
鬼
越
仮
設
住
宅　

　

談
話
室

■
日　

時　

10
月
13
日
（
土
）、
21
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
問
合
せ　

午
前
９
時
～
午
後
９
時

　


０
１
２
０-

９
２
６-

４
０
４　

民
間
住
宅
な
ど
の
除
染
作
業
に

係
る
協
力
依
頼
に
つ
い
て

　

現
在
村
で
は
、 

第
１
行
政
区
か
ら
第
４
行

政
区
の
民
間
住
宅
の
除
染
作
業
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
除
染
の
事
前
立
会
の
済
ん
で
い
る

お
宅
や
今
後
除
染
作
業
の
事
前
立
会
い
を
お

願
い
す
る
お
宅
も
あ
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、 

除
染
に
よ
り
発
生
し
た
除
去
土
壌

な
ど
の
一
時
仮
置
き
や
除
染
土
壌
な
ど
の
運

搬
な
ど
、 

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、 

ご

理
解
と
ご
協
力
を
下
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

除
染
作
業
に
つ
い
て
の
実
施
方
法
や
疑

問
な
ど
に
つ
い
て
は
、
川
内
村
役
場
復
興

対
策
課
除
染
係
（

０
２
４
０-

３
８-

３
８
０
４
）
も
し
く
は
、
川
内
村
復
興
有

限
責
任
事
業
組
合
（

０
２
４
０-

２
５-

８
２
１
２
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

飲
料
水
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査

の
ご
報
告

　

５
月
か
ら
、
希
望
者
の
方
を
対
象
に
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
飲
料
水
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

検
査
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
す
べ
て
放
射
性

物
質
は
不
検
出（
Ｎ
Ｄ
）と
い
う
結
果
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
検
査
を
受
付
し
て
い
ま
す
の

で
、
住
民
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お

り
ま
す
。

　

加
入
者
の
皆
様
に
は
、
免
除
証
明
書
を
発

送
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
、
お

手
元
に
届
い
て
い
な
い
な
ど
の
方
は
、
役
場

　

住
民
課　

ま
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※ 

た
だ
し
、
平
成
23
年
３
月
11
日
以
降
、
川

内
村
に
転
入
さ
れ
た
方
は
免
除
の
対
象
に

は
な
り
ま
せ
ん
。

　

（
被
災
さ
れ
た
方
が
属
す
る
世
帯
に
転
入

さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
免
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。)

福
島
県
で
子
ど
も
医
療
費
助
成

制
度
が
始
ま
り
ま
す
！

～
10
月
診
療
分
か
ら
18
歳
ま
で
の

  

医
療
費
が
無
料
化
～

　

村
で
は
、
こ
れ
ま
で
中
学
３
年
生
ま
で
を

対
象
と
す
る
医
療
費
の
無
料
化
（
子
ど
も
医

療
費
助
成
制
度
）
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

県
の
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
に
伴
い
、

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
子
ど
も
医
療
費
助

成
制
度
の
対
象
を
18
歳
ま
で
拡
大
し
ま
す
。

手
続
き
方
法

○
社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
方

　

現
在
、
中
学
３
年
生
ま
で
の
こ
ど
も
医
療

費
助
成
を
受
け
て
い
る
児
童
ま
た
は
、
中
学

１
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
保
護
者
の

皆
様
に
は
、
18
歳
ま
で
の
受
給
者
証
を
送
付

し
ま
す
。
受
給
者
証
が
届
い
た
方
の
う
ち
、

記
載
内
容
に
変
更
の
な
い
方
は
手
続
き
不
要

で
す
。

10
月
か
ら
は
検
査
を
毎
週
月
曜
日
行
い
ま

す
。

※ 

「
Ｎ
Ｄ
」
は
、
測
定
結
果
が
検
出
限
界
値

未
満
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
す
。

　

 

検
出
限
界
値
は
、
測
定
機
器
や
測
定
条
件

（
測
定
時
間
等
）
に
よ
り
測
定
ご
と
に
異

な
り
、
本
結
果
に
お
い
て
は
放
射
性
ヨ
ウ

素
及
び
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
に
関
し
、
１
Bp

／
㎏
未
満
で
あ
る
。

　

飲
料
水
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
ご
予
約
は
…

川
内
村
役
場　

住
民
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い　


０
２
４
０-

３
８-

２
１
１
３

＊ 

な
お
、
予
約
制
の
た
め
検
体
数
が
決
ま
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。　

国
民
健
康
保
険
及
び
後
期
高
齢

者
医
療
に
加
入
の
皆
さ
ん
へ

～ 

10
月
１
日
か
ら
医
療
機
関
な
ど
で

窓
口
負
担
の
免
除
を
受
け
る
に
は

一
部
負
担
金
等
免
除
証
明
書
の
提

示
が
必
要
と
な
り
ま
す
～

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事

故
に
伴
う
被
災
者
の
皆
様
の
医
療
機
関
で
の

窓
口
負
担
は
、
平
成
25
年
２
月
28
日
ま
で
免

除
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

川
内
村
の
国
民
健
康
保
険
及
び
後
期
高
齢

者
医
療
に
加
入
さ
れ
て
い
る
皆
様
は
、
今
ま

で
医
療
機
関
等
の
窓
口
免
除
を
受
け
る
場

合
、
免
除
証
明
書
の
提
示
は
不
要
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
10
月
１
日
か
ら
は
保
険
証
と

免
除
証
明
書
を
窓
口
に
提
示
す
る
必
要
が
あ
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◆お知らせ

　

な
お
、
現
在
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
に

登
録
さ
れ
て
い
な
い
児
童
ま
た
は
、
中
学
１

年
生
か
ら
18
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち

の
保
護
者
の
皆
さ
ん
は
、
受
給
資
格
登
録
申

請
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
役
場

　

住
民
課
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
村
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

　

中
学
３
年
生
ま
で
の
方
は
、
現
在
お
持
ち

の
保
険
証
を
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示
す
れ

ば
助
成
を
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
手
続
き
は

不
要
で
す
。
た
だ
し
、
16
歳
か
ら
18
歳
ま
で

の
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
の
方
に
は
、
新

し
い
保
険
証
を
発
送
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の

で
、
そ
の
保
険
証
で
医
療
機
関
を
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

○
窓
口
で
医
療
費
を
請
求
さ
れ
た
場
合

　

社
会
保
険
な
ど
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
の

場
合
、
医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
一
時
窓
口
で

個
人
負
担
分
を
支
払
い
頂
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
場
合
、
役
場
に
申
請
を
頂
く
こ
と

で
支
払
い
を
頂
い
た
個
人
負
担
分
を
登
録
さ

れ
た
保
護
者
の
口
座
に
お
支
払
い
を
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。（
償
還
払
い
）

後
納
制
度
（
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
可
能
期
間
の
延
長
）
の

納
付
開
始
及
び
受
給
資
格
期

間
の
短
縮
の
お
知
ら
せ

　

国
民
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
40

年
の
間
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受

給
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
間
に
、
保
険
料
を
納
め
ら

れ
な
か
っ
た
場
合
や
、
被
保
険
者
と
し
て
の

届
出
を
忘
れ
た
こ
と
に
よ
り
国
民
年
金
の
資

格
期
間
が
な
い
場
合
は
、
将
来
の
年
金
受
給

額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
年
金
そ
の
も
の
が

受
給
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
、
こ
の
よ
う
な
事
態
を
避
け
る
た
め
に
、

平
成
24
年
10
月
１
日
か
ら
、
国
民
年
金
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
が
過
去
２

年
か
ら
10
年
に
延
長
と
な
る
後
納
制
度
が
始

ま
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
本
年
10
月
か
ら
、
平
成
14

年
10
月
分
以
降
の
納
め
ら
れ
な
か
っ
た
期
間

の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。（
注
１
）

　

た
だ
し
、
既
に
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し

て
い
る
方
や
、
65
歳
以
上
で
老
齢
基
礎
年
金

の
受
給
資
格
を
お
持
ち
の
方
は
、
後
納
制
度

を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

願
い
ま
す
。

　

な
お
、
後
納
保
険
料
を
納
付
す
る
た
め
に

は
、事
前
に
お
申
し
込
み
い
た
だ
き
、審
査
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。審
査
の
結
果
、後
納

制
度
に
よ
る
納
付
を
ご
利
用
い
た
だ
け
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
８
月
10
日
に
「
年
金
機

能
強
化
法
」
が
成
立
し
、
平
成
27
年
10
月
か

ら
は
、
年
金
の
受
給
資
格
期
間
が
、
こ
れ
ま

で
の
25
年
（
３
０
０
月
）
か
ら
10
年
（
１
２
０

月
）
に
短
縮
さ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。（
注
２
）

　

こ
れ
ま
で
受
給
資
格
を
満
た
さ
な
か
っ
た

方
が
年
金
を
受
給
で
き
る
場
合
や
、
後
納
制

度
を
利
用
す
る
こ
と
で
受
給
で
き
る
よ
う
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

後
納
制
度
及
び
受
給
資
格
期
間
の
短
縮
に

関
す
る
詳
し
い
内
容
は
、
下
記
「
国
民
年
金

保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」
ま
た
は
お
近
く
の

年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
後
納
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
く
際

の
ご
自
身
の
年
金
記
録
は
、
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
（http://www.nenkin.go.jp

）
で
も

ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

注 

１

：

後
納
保
険
料
を
納
付
で
き
る
期
間

は
、
平
成
24
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
27
年

９
月
30
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

注 

２

：

受
給
資
格
期
間
の
短
縮
は
、
消
費
税

の
引
上
げ
の
実
施
に
合
わ
せ
、
平
成
27
年

10
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。

■
問
合
せ　

『
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
』

０
５
７
０-

０
１
１-

０
５
０

行
政
相
談
週
間

       

（
10
月
15
日
～
21
日
）

　

総
務
省
で
は
、
川
内
村
を
担
当
す
る
行
政

相
談
委
員
と
し
て
、
次
の
方
を
委
嘱
し
て

お
り
ま
す
。

行
政
相
談
委
員
名　

秋
元
卓
三

住
所　

上
川
内
字
早
渡
96
番
地

　


０
９
０-

７
９
３
６-
２
１
１
９

　

10
月
15
日
（
月
）
か
ら
21
日
（
日
）
ま
で

の
1
週
間
は
、「
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

　

行
政
相
談
は
、
役
所
（
国
・
県
・
市
町
村
）

の
仕
事
を
始
め
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
の
特
殊
法
人

等
の
仕
事
に
つ
い
て
の
苦
情
や
困
っ
て
い
る

こ
と
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
、
要
望
な
ど
に
つ

い
て
相
談
に
応
じ
、
そ
の
解
決
を
お
手
伝
い

す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
期
間
中
は
次
の
と
こ
ろ
で
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
相
談
委
員
は
い
つ
で
も
自
宅

で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

月
日　

平
成
24
年
10
月
16
日
（
火
）

場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　

１
階　

小
会
議
室

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

い
わ
き
市
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

い
わ
き
市
に
避
難
し
て
い
る
他
市
町
村
か

ら
の
避
難
住
民
に
対
す
る
、
原
発
避
難
者
特

例
法
第
10
条
に
基
づ
く
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
、

次
の
３
事
務
が
追
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
該
事
務
に
つ
い
て
は
、
い
わ
き

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
あ
り

ま
す
。「
い
わ
き
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
箇

所
【
東
日
本
大
震
災
関
連
情
報
】‐【
他
市
町

村
か
ら
避
難
し
て
き
た
皆
様
へ
】‐【
市
外
か

ら
避
難
さ
れ
て
い
る
皆
様
に
提
供
し
て
い
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
】」

①
災
害
時
要
援
護
者
台
帳
作
成
事
業
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お知らせ◆

　

災
害
時
の
避
難
支
援
を
希
望
す
る
要
援
護

者
に
つ
い
て
の
個
人
情
報
を
災
害
時
要
援
護

者
台
帳
に
登
録
し
、
そ
の
情
報
を
行
政
と
関

係
機
関
が
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
発

生
時
に
要
援
護
者
の
迅
速
な
避
難
支
援
を
可

能
に
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

い
わ
き
市
保
健
福
祉
課
地
域
福

祉
推
進
係

　


０
２
４
６-

２
２-

７
４
５
０

②
障
が
い
者
に
対
す
る
配
食
サ
ー
ビ
ス

　

視
覚
障
が
い
又
は
肢
体
不
自
由
に
よ
り
、

身
障
手
帳
１
・
２
級
を
有
し
、
か
つ
調
理
が

困
難
な
方
に
、
週
６
回
、
１
日
１
食
を
限
度

と
し
て
食
事
を
提
供
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

い
わ
き
市
障
が
い
福
祉
課
事
業
係

　


０
２
４
６-

２
２-

７
４
８
５

③
障
が
い
児
保
育

　

心
身
に
障
が
い
を
有
す
る
児
童
を
保
育
所

に
入
所
さ
せ
、
健
常
児
と
の
集
団
に
よ
る
統

合
保
育
を
行
い
ま
す
。

■
問
合
せ　

い
わ
き
市
児
童
家
庭
課
保
育
係

　


０
２
４
６-

２
２-

７
４
５
８

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
骨
髄

バ
ン
ク
推
進
連
絡
協
議
会

被
災
患
者
支
援
活
動
の
お
知
ら
せ

●
被
災
患
者
支
援
基
金
に
つ
い
て

　

血
液
疾
患
で
闘
病
中
の
患
者
さ
ん
で
被
災

さ
れ
た
方
を
対
象
に
、投
薬
、通
院
や
入
院
等

に
か
か
る
医
療
費
、
交
通
費
な
ど
等
に
つ
い

て
30
万
円
を
上
限
に
給
付
し
ま
す
。（
返
済
の

必
要
は
な
し)

申
請
に
つ
い
て
は
、全
国
協
議

会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　


０
３-

５
８
２
３-

６
３
６
０

●
白
血
病
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
つ
い
て

　

医
療
相
談
・
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
ー
・
経
済
的

問
題
・
医
療
施
設
情
報
、
現
在
気
に
か
か
る

日
常
的
な
不
安
ご
と
な
ど
、
白
血
病
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

毎
週
土
曜
日
午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
第
２
、
第
４
土
曜
日
は
血
液
専
門
医
も
対

　

応
し
ま
す
。

　


０
１
２
０-

８
１-

５
９
２
９

～
大
学
生
等
の
皆
さ
ん
へ
～

合
同
就
職
面
接
会
に
つ
い
て

　

新
規
大
学
な
ど
を
卒
業
予
定
の
方
、
平
成

22
年
３
月
以
降
に
卒
業
し
て
、
現
在
就
職
活

動
を
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
正
社
員
で
雇

用
す
る
計
画
の
あ
る
県
内
企
業
と
の
面
接
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

主
催　

 

厚
生
労
働
省
福
島
労
働
局
、

　
　
　

新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
福
島
県

① 

事
前
申
込
不
要
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

② 

参
加
事
業
所
は
各
会
場
の
開
催
一
週
間
前

に
、
福
島
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公

開
し
ま
す
。

③ 

事
業
所
の
ブ
ー
ス
に
お
け
る
人
事
担
当
者

と
の
個
別
面
談
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
各
機

関
に
よ
る
職
業
相
談
・
情
報
提
供
等
を
行

い
ま
す
。

●
10
月
開
催
分

開
催
日
な
ど　

平
成
24
年
10
月
11
日
（
木
）

い
わ
き
地
区
の
企
業
40
社
が
参
加
予
定

実
施
内
容　

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　

午
後
０
時
～
午
後
０
時
50
分

　

合
同
就
職
面
接
会　

午
後
１
時
～
４
時

会
場　

い
わ
き
産
業
創
造
館

い
わ
き
市
平
字
田
町
１
２
０
番
地
ラ
ト
ブ
６
階

■
問
合
せ　

郡
山
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　


０
２
４-

９
２
７-

４
６
３
３

●
11
月
開
催
分

開
催
日
な
ど　

平
成
24
年
11
月
21
日
（
水
）

県
内
企
業
70
社
が
参
加
予
定

実
施
内
容　

 

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　

午
後
０
時
～
午
後
０
時
50
分

　

合
同
就
職
面
接
会　

午
後
１
時
～
４
時

会
場　

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

郡
山
市
南
２
丁
目
52
番
地

■
問
合
せ　

福
島
労
働
局
職
業
安
定
課

　


０
２
４-

５
２
９-

５
３
９
６

ａ
ｖ
ｅ
／
竹
原
ピ
ス
ト
ル
ラ
イ
ブ

の
お
知
ら
せ

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
福
島
市
内
で
数

日
間
避
難
生
活
を
送
り
、
そ
の
後
「
復
興
の

花
」
を
リ
リ
ー
ス
し
、
そ
の
売
り
上
げ
を
義

援
金
と
し
て
寄
付
し
続
け
る
竹
原
ピ
ス
ト
ル

と
「
福
の
歌
～
頑
張
っ
ぺver.

～
」
を
ラ

ジ
オ
に
て
発
信
し
続
け
、
福
島
の
多
く
の
人

に
勇
気
を
与
え
たave

（
エ
イ
ブ
）
が
川
内

村
で
ラ
イ
ブ
を
行
い
ま
す
。

日　

時　

10
月
18
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
～
午
後
８
時

場　

所　

川
内
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

料　

金　

５
０
０
円
（
軽
食
付
き
）

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ク
ト

　

渡
辺
将　

他
１
組
予
定

後　

援　

川
内
村
・
川
内
村
観
光
協
会

　

チ
ケ
ッ
ト
予
約
販
売
は
、
10
月
１
日
よ
り

行
い
ま
す
。

予
約
先　

川
内
村
観
光
協
会

　


０
２
４
０-

３
８-

２
３
４
６

人
権
啓
発
及
び
人
権
相
談
に
つ
い
て

　

い
わ
き
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、
川

内
村
の
方
を
対
象
に
人
権
擁
護
に
つ
い
て
身

近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
懇
親
会
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

10
月
４
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
～
午
後
２
時
30
分

場　

所　

い
わ
き
四
倉
鬼
越
仮
設　

談
話
室

内　

容　

人
権
啓
発
ビ
デ
オ
鑑
賞
後
、
人
権

　
　
　
　

擁
護
に
つ
い
て
の
懇
親
会
。

■
問
合
せ　

　


０
２
４
０-

３
８-

２
１
１
３
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◆お知らせ

双
葉
警
察
署
よ
り

「
特
別
警
戒
実
施
中
」
の
ぼ
り
旗 

寄
贈

　

平
成
24
年
８
月
27
日
（
月
）、
ふ
た
ば
警

察
署
長
清
川
俊
彦
氏
が
、
川
内
村
役
場
を
訪

れ
、「
特
別
警
戒
実
施
中
」
の
の
ぼ
り
旗
を

村
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
の
ぼ
り
旗
は
、
防
犯
や
事
故
防
止
及

び
災
害
に
備
え
て
の
用
人
を
呼
び
掛
け
る
た

め
の
も
の
で
す
。

　

村
で
は
、
良
い
設
置
場
所
へ
の
ぼ
り
旗
を

立
て
る
等
、
地
域
防
犯
の
た
め
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
厚
意
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院 

か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院
の

　

新
た
な
建
設
場
所
が
決
ま
り
ま
し
た

　

公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院
の
新
た
な
建

設
場
所
が
、
小
野
町
の
町
有
地
で
あ
る
旧
日

本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社
跡
地
に
決
ま
り
ま

し
た
。

　

当
病
院
は
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た

旧
館
を
新
築
す
る
た
め
、
公
益
財
団
法
人
ヤ

マ
ト
福
祉
財
団
か
ら
の
助
成
を
受
け
、
建
設

計
画
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
現
在

地
で
の
建
て
替
え
に
は
、
工
事
期
間
中
診
療

に
不
具
合
が
生
じ
る
こ
と
や
、
限
ら
れ
た
敷

地
内
で
は
、
工
事
期
間
が
延
び
て
し
ま
う
こ

と
な
ど
か
ら
新
た
な
場
所
に
、
建
設
す
る
こ

と
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

新
病
院
は
平
成
27
年
春
の
開
院
を
目
指
し

て
お
り
、
診
療
科
目
も
内
科
や
外
科
、
婦
人

科
、
小
児
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
眼
科
、
整
形

外
科
、
リ
ウ
マ
チ
科
、
麻
酔
科
、
皮
膚
科
と

現
在
の
診
療
科
目
が
維
持
さ
れ
ま
す
。

◆
地
域
医
療
体
験
セ
ミ
ナ
ー
」
を

　

開
催
し
ま
し
た

病
院
の
藤
井
企
業
長
よ
り
「
地
域
医
療
の
現

場
か
ら
」と
題
し
た
講
義
を
聴
講
し
ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
セ
ミ
ナ
ー
を
通
し
て
、
進
路
の

参
考
に
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
当
病
院
を

含
め
地
域
医
療
に
貢
献
し
て
く
れ
る
人
が
増

え
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

高
速
道
路
の
お
知
ら
せ

　

原
発
事
故
に
よ
る
旧
緊
急
時
避
難
準
備
区

域
・
警
戒
区
域
等
に
居
住
さ
れ
て
い
た
方
を

対
象
と
し
た
高
速
道
路
の
無
料
措
置
が
平
成

25
年
１
月
15
日
ま
で
継
続
さ
れ
ま
す
。

　

８
月
21
日
に
当
病
院
内
に
お
い
て
、
医
学

部
進
学
を
希
望
す
る
県
中
・
県
南
地
区
の
高

校
２
年
生
を
対
象
に
、「
地
域
医
療
体
験
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
、
43
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
ふ
く
し
ま
地
域
医
療

の
担
い
手
育
成
事
業
と
し
て
、
福
島
県
教
育

委
員
会
が
主
催
し
た
も
の
で
、
病
院
な
ど
の

医
療
機
関
に
お
い
て
地
域
医
療
の
現
状
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
医
学
に
対

す
る
関
心
を
な
お
一
層
高
め
る
こ
と
を
目
的

に
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
透
析
室
や
レ
ン
ト
ゲ
ン
室
な

ど
の
院
内
の
施
設
見
学
を
行
っ
た
ほ
か
、
当

地域医療セミナーの風景

川内出張所からのお知らせ

平成24年度全国統一防火標語

局番なしの

１１９番

火事です 救急です

○○が燃えています
○○（誰）が

○○（状態）です

消防車・救急車 出動

住所

もしくは

目標物

○○市○○町○○番地○○号

○○町○○字○○番地○○号

○○仮設住宅○○棟○○号室

目標物例 ○○デパートの近くです

消すまでは 出ない 行かない 離れない

■問合せ　富岡消防署川内出張所  ☎0240-38-2119

お
や
す
み
前
に

も
う
一
度
火
の
元

確
認
を
！

　仮設住宅へお住まいの方は、仮設住宅名・

部屋の番号を通報のとき教えてください。

　また、病院の問合せ・各種問合せは119番

を掛けるのではなく最寄りの消防署へ掛け

るようお願いいたします。

浜通り、元通り！頑張ろう双葉

正確・確実な119番通報をしましょう。
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行 事 案 内 な ど

　

第
６
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
軟
式
野
球

大
会
は
、
福
島
市
県
営
あ
づ
ま
球
場
を
会

場
に
９
月
８
日
に
開
幕
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、
58
市
町
村
が
参
加
し
、
順

調
に
い
け
ば
10
月
28
日
決
勝
戦
が
行
わ
れ

る
予
定
。

　

こ
の
大
会
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
、
本

村
チ
ー
ム
は
、
９
月
29
日
、
大
熊
町
と
の

対
戦
を
皮
切
り
に
、
勝
ち
進
め
ば
10
月
13

日
、
20
日
、
21
日
、
28
日
の
日
程
で
試
合

を
行
い
ま
す
。

　

村
民
皆
様
の
ご
声
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
雨
天
等
に
よ
り
日
程
の
変
更
も

あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認
の
上
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

第６回 市町村対抗福島県軟式野球大会

川内村代表者　遠藤　和之

チーム編成登録選手

№ 背番号 位　置 氏　名 フリガナ

1 30 監督 渡邉　良仁 ワタナベ　ヨシヒト

2 29 コーチ兼選手 小林　一樹 コバヤシ　カズキ

3 28 コーチ兼選手 鹿股　　仁 カノマタ　ジン

4 10 主将 遠藤　一美 エンドウ　カツミ

5 7 投手 会原　達也 アイハラ　タツヤ

6 15 〃 鈴木　好一 スズキ　コウイチ

7 18 〃 秋元　秀典 アキモト　ヒデノリ

8 21 〃 渡邉　　仁 ワタナベ　ジン

9 2 捕手 遠藤　拓郎 エンドウ　タクロウ

10 3 〃 加藤　裕之 カトウ　ヒロユキ

11 11 〃 常陸　貴司 ヒタチ　タカシ

12 4 内野手 佐久間　誠 サクマ　マコト

13 5 〃 三瓶　竜次 サンペイ　リュウジ

14 6 〃 三瓶　義浩 サンペイ　ヨシヒロ

15 8 〃 若松　　秀 ワカマツ　ヒデル

16 9 〃 福田　宏治 フクダ　コウジ

17 13 〃 秋元　伸嗣 アキモト　シンジ

18 14 〃 佐久間　淳 サクマ　ジュン

19 17 〃 志賀　　東 シガ　アズマ

20 19 〃 木下　圭祐 キノシタ　ケイスケ

21 20 〃 嶋田　貴志 シマダ　タカシ

22 22 〃 遠藤　俊平 エンドウ　シュンペイ

23 23 〃 三瓶　一也 サンペイ　カズヤ

24 24 外野手 秋元　活廣 アキモト　カツヒロ

25 25 〃 遠藤　篤志 エンドウ　アツシ

26 1 〃 鹿股　　亮 カノマタ　リョウ

27 12 〃 久保田　裕樹 クボタ　ヒロキ

28 16 〃 小松　良平 コマツ　リョウヘイ

　

負
け
な
い
ぞ
!!

　
　
　
　
　
　
　
　

第
６
回　

市
町
村
対
抗
福
島
県
軟
式
野
球
大
会

　

か 

わ 

う 

ち

フラダンス講座
参加者募集　　

行事情報など◆

　

健
康
づ
く
り
と
村
民
の
ふ
れ
あ
い
を
推
進

す
る
「
フ
ラ
ダ
ン
ス
」
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

楽
し
く
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
始
め
た
い
、
楽
し

み
た
い
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
習
い
た
い
け
ど
初

心
者
で
も
大
丈
夫
か
な
、
そ
ん
な
あ
な
た
の

想
い
一
緒
に
叶
え
ま
せ
ん
か
？

　

村
民
の
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

開
催
日
時　

10
月
24
日
（
水
）　

　
　
　
　
　

午
後
７
時
～
午
後
８
時
30
分

場
所　

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

対
象
者　

こ
ど
も
～
高
齢
者
ま
で

講
師　

舘
夏
代
先
生

服
装　

運
動
で
き
る
服
装

※
飲
み
物
を
各
自
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
料　

無
料

申 

込
方
法

　

 

10
月
19
日
（
金
）
ま
で
川
内
村
公
民
館
へ

お
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。


０
２
４
０-

３
８-

３
８
０
６
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う
つ
く
し
ま
・
み
ず
ウ
ォ
ー
ク

２
０
１
２
西
郷
大
会
参
加
者
募
集

い
の
ち
を
守
る
「
希
望
の
森
づ
く
り
」

  

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ 

親
子
10
組
ご
招
待

◆行事情報など

　

昔
か
ら
人
々
の
生
活
を
支
え
て
き
た
自
然

豊
か
な
川
と
そ
の
周
辺
を
舞
台
に
、
水
辺
の

自
然
に
触
れ
な
が
ら
日
頃
の
運
動
不
足
の
解

消
、
気
分
転
換
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　
　

程　

平
成
24
年
10
月
20
日
（
土
）

場　
　

所　

西
郷
村
（
キ
ョ
ロ
ロ
ン
村
10
㎞

　
　
　
　
　

コ
ー
ス
）

参
加
定
員　

30
名

申
込
方
法　

 

住
所･

氏
名･

年
齢･

電
話
番
号

を
電
話
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
先　

川
内
村
公
民
館

　


０
２
４
０-

３
８-

３
８
０
６

交
通
手
段　

村
バ
ス

（
川
内
出
発
→
郡
山
経
由
→
西
郷
村
を
予
定
）

参
加
料　

一
般
参
加
５
０
０
円

　
　
　
　

中
学
生
以
下
３
０
０
円

　
　
　
　

未
就
学
児
無
料

傷
害
保
険　

 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
傷
害
保
険

の
範
囲
内

申
込
締
切　

平
成
24
年
10
月
10
日
ま
で

　
　
　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
お
弁
当
・
飲
物
は
各
自
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

＊
詳
し
く
は
、参
加
希
望
者
に
通
知
し
ま
す
。

　

静
岡
県
掛
川
市
で
は
、
10
月
27
・
28
日
に

「
い
の
ち
の
森
づ
く
り
植
樹
祭
」
を
開
催
し

ま
す
。
こ
の
植
樹
祭
に
、
川
内
村
の
未
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
が
招
待
さ
れ
、
エ
ー
ル
が

送
ら
れ
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　
　

程

　

平
成
24
年
10
月
27
・
28
日
（
土
・
日
）

交
通
手
段　

新
幹
線
利
用

参
加
費
用　

交
通
費
・
宿
泊
費
は
掛
川
市
が

          

負
担

参
加
人
数　

原
則
小
学
生
の
親
子
10
組

参
加
締
切　

10
月
12
日(

金)

ま
で
の
先
着
順

招  

待 

者　

 

掛
川
市
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
時
ノ
寿

の
森
ク
ラ
ブ
・
国
土
緑
化
推
進

機
構
・
毎
日
新
聞
社

■
問
合
せ
・
申
込　

川
内
村
観
光
協
会

　


０
２
４
０-

３
８-

２
３
４
６

　

平
成
24
年
度
川
内
小
学
校･

保
育
園 

秋
季

大
運
動
会
は
「
大
き
く
羽
ば
た
け 

川
内
っ

子
川
内
魂 

見
せ
つ
け
ろ
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
行
わ
れ
ま
す
。
今
年
は
帰
村
後
は
じ
め

て
の
運
動
会
と
な
り
ま
す
が
、
帰
村
児
童
の

数
が
少
な
い
こ
と
か
ら
村
民
参
加
型
の
運
動

会
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
村
民
皆
様
が
気
軽

に
参
加
で
き
る
種
目
を
準
備
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
小
さ
い
お
子
様
か
ら
高
齢
者
の
方
ま

で
た
く
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　

村
復
興
の
た
め
み
ん
な
で
秋
季
大
運
動
会

を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

日　
　

程　

平
成
24
年
10
月
６
日
（
土
）

場　
　

所　

川
内
小
学
校　

校
庭

※
雨
天
時
は
川
内
小
学
校
体
育
館
）

花
火
合
図　

午
前
６
時

開　
　

始　

 

午
前
９
時
か
ら
午
後
12
時
30
分

予
定

※
運
動
で
き
る
服
装
で
お
で
か
け
く
だ
さ

い
。

大
き
く
羽
ば
た
け
川
内
っ
子　

川
内
魂　

見
せ
つ
け
ろ
！

平
成
24
年
度
川
内
小
学
校
・
保
育
園 

秋
季
大
運
動
会
開
催

平成２４年１０月６日（土）雨天時 体育館で実施

平成２４年度　秋季大運動会プログラム平成２４年度　秋季大運動会プログラム
平成２４年１０月６日（土）雨天時 体育館で実施

種 別 対 象 学  年 種      目 内外 回 時  間

１ 特 全参加者 全 ラジオ体操第一 内  １ 9：20 

２ 個 小学生 全

5・6

1～4

徒競走
(1年 40ｍ 3・4 年 100ｍ 5・6 年 150ｍ)

内外 ４

３ 個 保育園 はしって　はしって 内 １ 9：30

４ 個 小学生

婦人会(婦人）

チャンスレース  ２  

５ 個 アトラクション的レース  ２ 9：40

６ 個 小学生 チャンスレース  ２

７ 個 中学生 アトラクション的レース  ２ 9：50

８ 団(紅白) 小学生 全 大玉ころがし 内 １

９ 団(紅白) PTA 下駄リレー  １ 10：00

10 団 保育園 おゆうぎ（参加賞授与） 内 １

11 団(紅白) オープン 全 川内騎馬戦 内 １ 10：15

12 個 来賓敬老 宝ひろい 内 ２

13 特 小学生・教職員 全 よさこい 内 １ 10：30

休憩（１０：４０～１１：００） 

14 特 小学生 全 全校鼓笛  １ 11：00

15 団(紅白) 老人会・小学生 全 旅は道づれ（ゲートボールリレー） 内  １

16 個 避難児童

※プログラムについては、雨天時等で変更がある場合があります。

宝ひろい  ２

17 団(紅白) 親 子 全 アトラクション的レース（綱引き）  １ 11：20

18 団 地 区 全 玉入れ 内 ２

19 団(紅白) 小学生 全 紅白対抗リレー 外 １ 11：45

◎開会式 ９：００ 入場行進開始 ◇花火の合図

１ 開式の言葉 ６ 演技上の注意
２ 国旗・村旗・校旗掲揚 ７ 選手宣誓
３ 大会会長あいさつ ８ 紅白シュプレヒコール
４ PTA 会長あいさつ ９ 演技開始の言葉

５ 来賓祝辞（村長）あいさつ

◎閉会式  １１：５５（予定）

１ 開式の言葉
          

６ 校歌斉唱 
２ 成績発表

           
７ 国旗・村旗・校旗降納 

３ 優勝杯授与
          

８ 万歳三唱 
４ 参加賞授与

          
９ 閉式の言葉 

５ 講評 
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　平成23年度は、震災の影響で開催できませんでした。本年は、復興への足掛かりの重要な事

業として、９月８日（土）午前10時に川内村村民体育センターにて、郡山市の仮設住宅からは

大型バスを運行し、敬老者230名と多くの来賓者の参加で式典及びアトラクションを開催しま

した。今年の75歳以上の敬老者は659人（内90歳以上は71名）でした。

　式典では、遠藤村長から心温まるあいさつの後、祝い金の目録が各行政区の老人クラブ代表

へ贈呈されました。つづいて村の最高齢者として佐藤サクヨさん（103歳・下川内字宮ノ下）

へ祝い金が老人クラブ連合会会長秋元卓三さんより贈呈されました。

　次に、結婚50年以上の金婚者が昨年も含め９組あり、福島民報社と老人クラブ連合会から表

彰され、川内村からも記念品が贈られました。敬老者を代表し、しゃくなげ老人クラブの安藤

一男さんが敬老会の開催などの謝辞を述べられました。

　式典の後は、アトラクションとして第１部に川内村芸文協の方々のフラダンス・剣舞・スポー

ツ民謡が披露され、第２部として「木村友衛さんの演歌ショー」が開催され、残暑の厳しい中

ですが大いに楽しむことができ、大好評で終了しました。

フラダンス「ハワイの夜」 演歌舞踊
「細雪」

木村友衛さんの
演歌ショー

剣舞「中庸」

安藤一男さんの謝辞 金婚者の表彰

平成 24 年度　敬老会開催

震災後の復興に向けた足がかり！ 
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　８月19日から23日の４泊５日の日程で福島キッズin鹿児島が実施されました。	

　これは、原発事故で避難している子どもたちに楽しい夏休みを過ごし、笑顔と元気を取り戻し

てもらおうと国際ロータリー鹿児島・宮崎地区と福島地区が企画し招待されたもので、４年生以

上の小学生28名が参加しました。

　高千穂スポーツ少年団や魚見小学校との交流会や韓国岳ハイキング、知林ヶ島海岸で干潮時に

現れる砂州（砂の道）を歩いて無人島知林ヶ島に渡ったり、シーカヤック、砂風呂などを体験し

鹿児島・宮崎を満喫しました。

　また、参加した子どもたちは、久しぶりに会った友達と楽しく過ごし、笑顔と元気を取り戻す

こともでき、夏休みの良い思い出としていつまでも心に残ることと思います。	

笑顔と元気 福島キッズキャンプin鹿児島・宮崎

韓国岳ハイキング

桜島噴火

唐船峡そうめん流し体験

知林ヶ島砂州で記念撮影

指宿市天然むし温泉体験
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社会福祉協議会◆

　社会福祉協議会では、村内の高齢者等の方を対象に、ゆとりと

食の楽しみを持っていただくため、弁当の配食事業を実施します。

希望する方は次により申し込んで下さい。

１．対 象 者　村内で生活する75歳以上の単身世帯、高齢者のみ

	 の世帯、身体に障がいのある方、その他村長が

	 特別に必要と認める方。

２．配食の回数　毎週１回の昼食となります。

３．自己負担金　１人当たり１食200円です。

４．利用の申請　弁当配食を希望する方は、利用申請書を社会福祉協議会に提出して下さい。（利

用申請書は、社会福祉協議会にあります。電話での受付も可能です。）

　　　　　　　　　（連絡先　社会福祉協議会　0240-38-3802）

５．弁当の受取　お昼の時間の配達となりますので、お昼時間は自宅内若しくは訪問時に直ぐに受

け取れる場所に居て下さい。

６．配食の取止め　都合により弁当を必要としない時は、前日の午後３時までに、社会福祉協議会へ

連絡して下さい。

７．負担金の納入　口座振替、または現金により納入していただきます。

８．注 意 事 項　弁当は、配達日の昼食としてお召し上がり下さい。（食中毒防止のため、くれぐ

れもご注意下さい。）

９．配 食 開 始　平成24年11月から始める予定です。

　　　　　　　　　（開始日については、後日お知らせします。）

10．利用申請受付　11月から希望する方は、10月19日（金）までに申請書を提出して下さい。そ

れ以降も随時受付します。申請書が提出され次第、順次配達となります。

次の方から、ご寄付をいただきました。厚く御礼申し上げます。

＊ご遺志金
　・秋元　修一　様　（	林	）　

　　故秋元正好様ご遺志

＊一般ご寄付
　・望月　威男　様　（田村市）

　　（株）フタバ会長　

　・望月　隆司　様（田村市）

　　（株）フタバ代表取締役　

＊物品ご寄付
　・矢吹町の佐藤みさを様より手編みの

　　湯たんぽカバー 80枚をいただきました。
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社会福祉協議会◆

川内村社会福祉協議会では、次のように募集いたします。

福祉の職場で働きませんか

１．通所介護事業所（ディサービス）調理員
★職 種 給食調理及び送迎等

★募集予定人数 １名

★採用予定年月日 平成24年11月１日

★身 分 臨時職員

★資格要件 調理師免許及び普通自動車免許を有している方

★勤務条件 当会給与規程及び登録職員就業規則、通所事業運営規程による。

★勤務場所 「ゆふね」

★試験方法 個別面接による。

２．サポートセンター管理業務員
★職 種 サポートセンター管理業務

★募集予定人数 （１）郡山サポートセンター勤務 １名

（２）川内サポートセンター勤務 １名

★採用予定年月日 平成24年11月１日

★身 分 臨時職員

★資格要件 普通自動車免許を有している方

★勤務条件 平日及び土曜日、日曜日、祝祭日等も勤務可能な方（土、日曜

日等に勤務した場合は、振替え休日とする。）。その他は、当会

給与規程及び登録職員就業規則、通所事業運営規程による。

★試験方法 個別面接による。

★受付期間 ：平成24年10月１日(月) から同年10月17日(水) までの（執務時間中）
とします。

★試験期日 ：後日受験者に通知します。

★試験会場 ：複合施設「ゆふね」内

★結果発表 ：受験者に通知いたします。

★申込方法

○申し込みは、川内村社会福祉協議会に準備してある申込書に、必要事項を記入して、

当協議会まで提出して下さい。

○申込書を郵送する場合は、10月17日（水）までの消印のあるものに限ります。

○申し込み・問い合わせ先

社会福祉法人 川内村社会福祉協議会

〒979-1202    川内村大字下川内字坂シ内 133-5

0240-38-3802

0240-39-0556
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インフルエンザ（季節性）予防接種

期間　10月１日～ 12月31日

対象　	①65歳以上の方　②60歳～ 65歳未満の方で重度

の心臓・腎臓もしくは、呼吸器機能又はヒト免疫

不全ウイルスによる免疫機能の障害を有する人

実施医療機関　川内村国保診療所及び最寄りの医療機関

自己負担　なし（全額村で負担）

※	予防接種を希望される方は、必ず申し込んでから接種

してください。

○川内村国保診療所で受ける方

　直接診療所へ　０２４０-３８-２００９

○他の医療機関で受ける方

　保健福祉係（ゆふね内）0240-38-2941に申し込み、

必要な書類を受け取ってから受診してください。

※	県外の医療機関を受診される方は一度料金を支払って

いただき、領収書を添えて申請いただければ料金をお

戻しいたします。（接種後１か月以内に申請を行って

ください）

※	この予防接種は、あくまでも本人の予防目的に行うも

のであり、免疫がつくまでに２週間ほどかかりますの

で、予防接種を希望される方は早めに受けてください。

　０２４０-３８-２９４１

小児インフルエンザ

ワクチンの助成

　今年度も「公益財団法人日本ユニ

セフ協会」の支援を受け、接種費用

の一部助成を行います。

助成対象者　生後６か月～中学３年

生まで

助成額　一律2000円/回

助成回数　６か月～ 13歳未満（２

回接種分）

　　　　　13歳以上～中学３年生

（１回接種分）

助成期間　平成25年１月31日接種分

まで

必要書類　予防接種費用助成申請

書、領収書、予防接種済証または予

診票・母子手帳の写し

※接種後１か月以内に申請してくだ

さい。

■問合せ　保健福祉課（ゆふね内）

		０２４０-３８-２９４１

保健の
  お知らせ

放
射
線
の
講
演
会･

相
談
会
の
お
知
ら
せ

　

放
射
線
の
影
響
を
心
配
さ
れ
て
い
る
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
、
７
月
に
郡
山

市
（
若
宮
前
仮
設
集
会
所
）
で
ご
講
演
い
た

だ
い
た
、
東
京
大
学　

医
科
学
研
究
所　

医

師
の
坪
倉
先
生
を
川
内
に
お
招
き
し
、
講
演

会
と
相
談
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
坪
倉
先

生
は
、
南
相
馬
市
に
て
１
万
人
以
上
の
方
の

ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
検
査
（
内
部
被
ば
く
検
査
）

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
南
相
馬
市
で

の
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
放
射
線
と
の
つ
き
合

い
方
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
お
話
を
い
た
だ

く
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
多
く
の
皆
さ

ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
程
／
10
月
18
日
（
木
）

時
間
／
午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分
ま
で

講
師
／
東
京
大
学
医
科
学
研
究
所

　
　
　
　
　
　

坪
倉　

正
治　

医
師

場
所
／
複
合
施
設
ゆ
ふ
ね　

保
健
指
導
室

※
講
演
会
後
、
個
別
の
相
談
会
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
相
談
会
を
希
望
さ
れ
る
方

は
保
健
福
祉
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

川
内
村
複
合
施
設
ゆ
ふ
ね　

保
健
福
祉
課

　


０
２
４
０-

３
８-

２
９
４
１



17
広報かわうち 平成 24 年 10 月

KAWAUCHI

保健コーナー

子宮がん検診・骨粗鬆症検診

期　日　10月26日（金）

受　付　午後１時～午後２時まで

場　所　仮設コミュニティセンター（郡山南

一丁目）

対　象　子宮がん検診…20歳以上の女性

　　　　骨粗鬆症検診…30歳以上の女性

料　金　子宮がん検診⇒無料

　　　　骨粗鬆症検診⇒無料

＊	すでに申し込まれた方には、後日受診録を

送付します。申し込みをされていない方は

10月23日（火）までに保健福祉課（ゆふね

内）　保健師　０２４０-３８-２９４１へ

ご連絡ください。

いきいき教室

　太田熱海病院の支援をいただき、転倒予防等

の介護予防教室を実施しています。

　いつまでも元気で過ごすために、みんなで楽

しくワイワイと体を動かしませんか？

　借り上げアパートにお住まいの皆様も、ぜひ

ご参加ください。

場所・日程

　	あさかの杜ゆふね　　10月15日(月)

　若宮前20仮設集会所　10月25日(木)

時間　午後１時20分～午後３時

対象　65歳以上の方ならどなたでも

持ち物　タオル１枚・水分補給のための飲み物

■問合せ　保健福祉課（ゆふね内）

　０２４０-３８-２９４１

不活化ポリオワクチン

　これまでポリオの予防接種は、生ポリオワクチンを経口の（飲む）ワクチンで春・秋に集団接種を行っ

てきましたが、９月１日より不活化ポリオワクチンによる注射での接種が導入されるようになりました。

ポリオワクチンを

まだ１回も

受けていない

生ポリオワクチンを

すでに１回

受けている

不活化ポリオワクチン

を

１～３回

受けている

生ポリオワクチン

を

すでに２回

受けている

不活化ワクチンを

合計４回

受けてください

不活化ワクチンを

あと３回

受けてください

不活化ワクチンが

合計４回と

なるよう受けてください

不活化ワクチンは

必   要

ありません

不活化ポリオワクチンは、合計

４回の接種が必要です

（初回接種３回＋追加接種１回）

生ポリオワクチンを１回接種さ

れる方は、合計３回の不活化ポ

リオワクチン接種が必要です。

不足分を定期接種で受け

ることができます。

※	不活化ポリオワクチンは、初回接種として20日以上の間隔をおい

て３回、追加接種として初回終了後６か月以上の間隔をおいて１

回、合計４回の接種が必要です。

※	平成24年９月１日の導入時点では４回目の追加接種は定期接種対

象外です。

※	予診票は保健福祉課（ゆふね内）に問い合わせいただければ

　送付いたします。

　詳しくは保健福祉課（ゆふね内）０２４０-３８－２９４１まで

お問い合わせください。
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第 23 回 ハートフルサタデー献血の開催

休日当番医（10月）

　当番医は変更になる場合があります。事前に電話連絡のうえ受診するようお願いします。

●田村方面休日当番医

日 医療機関名 診療科目 所在地 電　話

７日 大越診療所 内科・小児科・他 田村市大越町上大越字古川100  0247-79-2121

８日 さいとう医院 内科・小児科・他 小野町大字小野新町字中通59-1  0247-72-2500

14日 まつえ整形外科 内科・整形外科・他 田村市船引町船引字源次郎125-31  0247-81-1222

21日 のざわ内科クリニック 内科・消化器科・小児科 三春町大字貝山字岩田86-2  0247-61-1500

28日
まつざき内科胃腸科
クリニック

内科・消化器科・胃腸科 田村市常磐町西向字米粉原8  0247-77-2870

●郡山市休日当番医

日 医療機関名 診療科目 所在地 電　話

７日

 緑ヶ丘こどもクリニック 小児科  緑ヶ丘東三丁目1-3  024-956-6006

 かずま医院 内科・外科  菜根一丁目15-2  024-934-7750

 伊藤眼科 眼科  富久山町久保田字伊賀河原5  024-990-2528

８日

 ユア・クリニックたかはし 小児科・内科・アレルギー科  虎丸町1-5　ロイヤルライフ虎丸1階  024-990-0646

 あさか内科クリニック 内科・小児科  安積町長久保一丁目1-5  024-937-3939

 金子耳鼻咽喉科医院 耳鼻咽喉科  清水台二丁目7-5  024-932-1517

14日

 むかわクリニック 小児科  八山田五丁目79  024-933-7788

 山口内科クリニック 内科・循環器内科・消化器内科  安積町荒井字萬海83-1  024-973-6866

 山田眼科医院 眼科  駅前一丁目11-12  024-922-1648

21日

 チルドレンクリニック 小児科  大槻町字二本木12-1  024-952-3721

 さかえ内科クリニック 内科・循環器科・呼吸器科・消化器科  横塚二丁目15-6  024-941-2202

 鶴見坦民井診療所 内科・整形外科・麻酔科  鶴見坦一丁目6-10  024-927-8447

28日

 菊池医院 小児科  本町一丁目14-21  024-932-0154

 大槻内科小児科クリニック 内科・消化器科・循環器科・小児科  大槻町字蝦夷坦69-1  024-961-5467

 森藤医院 内科・小児科・外科・泌尿器科  日和田町字山ノ井2  024-958-4567

　平成24年10月13日(土)午前９時から午後４時まで、

郡山市のビックパレットふくしま多目的展示ホールＣ

において、第23回ハートフルサタデー献血を開催いた

します。

　大震災からの復興アピール！献血で「元気発進」！

「ハートフルサタデー献血」は、県内で不足傾向にあ

る輸血用血液を確保しようと、県内すべての移動採血

車８台が集結し、郡山市の企業やボランティア団体が

20年前から行っている、献血事業の中でもビックイベ

ントであります。

　あなたの献血で助かる命があります！村民の皆様の

深いご理解とご協力のほど宜しくお願いいたします。

　なお、当日は川内村芸文協の方によるアトラクショ

ンや楽しいイベント、プレゼントなど盛りだくさんな

内容となっておりますので、是非ご来館くださいます

よう併せて宜しくお願いいたします。

■問合せ

○ハートフルサタデー献血推進実行委員会

		（ヨークベニマル内）

　	０２４-９２４-３３３１

○福島県赤十字献血センター　推進課

　	０２４-５４４-２５５３

○川内村保健福祉課

　	０２４０-３８-２９４１
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KAWAUCHI

保健コーナー

　ニホンカワウソが絶滅種に指定されま

した。毛皮目的の乱獲や環境破壊が原因

のようです。どんな姿をしているのか気

になって調べたら、カワウソは頭部が、

平べったくかわいらしい姿でした。イタ

チ科ですが、イタチのように凶暴ではな

いようです。調べていて、少し寂しくな

りました。

																					財務係　佐久間

 国保診療所より 

内科･歯科休診と
専門医診察日のお知らせ

ご迷惑をおかけいたしますが、下記のとおり休診にさせ

ていただきますのでご了承ください。また、専門医によ

る診察も予定しておりますので、希望の方はご来所くだ

さい。

内
科
休
診

10月１日 終日（富岡町大玉仮設診療所勤務）
　　15日 終日（富岡町大玉仮設診療所勤務）
　　22日 終日（富岡町大玉仮設診療所勤務）
　　29日 終日（富岡町大玉仮設診療所勤務）

○�10月15日、29日午前の診療は、整形外科専
門医による診察があります。

10月３日 午前（眼科診療のため)
　　 ４日 午後（往診のため）

○ 10月３日午前の診療は、眼科専門医による診
察があります。

○10月４日午後の診察は、精神神経科専門医に
よる診察があります。

歯
科
休
診

10月18日 終日（歯科医師学会参加のため）
　　 19日 終日（歯科医師学会参加のため）

10月22日 午前（医師都合のため）

※	上記「	休診	」と「専門医診療日」は、予定ですので
変更する場合もありますのであらかじめご了承願いま
す。

　	変更の場合、診療所の受付や診療バスに「お知らせ」
を掲示し、防災無線などでお知らせいたします。

村　　章

川内村の 「カ」 「ワ」 の文字を

図案化したもので、 村民の融和

と団結を表し、 村勢の着実な前

進を象徴しています。 

（昭和53年４月制定）

　

８
月
号
10
ペ
ー
ジ　

新
精
霊　

遠
藤
キ
ミ
エ

さ
ん
で
は
な
く
、
遠
藤
キ
ミ
ヨ
さ
ん
の
間
違
い

で
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

☆ 

今
月
は
、
出
生
の
届
出
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

★
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

　

（
死
亡
届
は
７
日
以
内
で
す
）

氏　
　

名

年　

齢

住　

所

遠
藤　

サ
ク
ヨ

90
歳

下
原

秋
元　

利
一

81
歳

早
渡

　

戸
籍
の
窓
に
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
住
民

課
住
民
係
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

※ 

な
お
、
川
内
村
に
住
民
登
録
さ
れ
て
な
い
方

で
も
掲
載
を
希
望
す
る
方
は
事
前
に
住
民
課

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

村 民 憲 章
一．きまりを守り明るい川内をつくりましょう。 

一．心を合わせ、 楽しい川内をつくりましょう。 

一． 自然を愛し、 住みよい川内をつくりましょう。 

一．健康で、 仕事に励む川内をつくりましょう。 

一． 文化を高め、 心豊かな川内をつくりましょう。 

 （昭和57年1月14日制定） 

おすすめの絵本

愛育文庫　案内

　ゆふね待合室わきに、「愛育文庫」を設置

しております。紙芝居55作品、ビデオ37本、

絵本500冊以上をおいています。貸し出しを

行っておりますので、ゆふねに立ち寄った際

は、ぜひお気軽にご利用ください。



神無月（かんなづき）

OCTOBER
土金木水火月日

1     大安

8     赤口

15   先負

22   仏滅

29   大安

　

7     大安

14   赤口

21   先負

28   仏滅

 

2     赤口 

9     先勝

16   仏滅

23   大安

30   赤口

3     先勝

10   友引

17   大安

24   赤口

31   先勝

4     友引

11   先負

18   赤口

25   先勝

 

5　  先負

12   仏滅

19   先勝

26   友引

 

6     仏滅

13   大安

20   友引

27   先負

 

 
東電窓口川内

東電窓口川内

東電窓口郡山南
いきいき教室
あさかの杜ゆふね

東電窓口郡山南･
四倉

東電窓口郡山南

体育の日　

 

 　  

子宮がん・

骨粗鬆検診

（郡山）

川内小学校・
保育園　
秋季大運動会

○興学塾

○興学塾

内科休診
ＡＭ：整形外科

内科休診
東電窓口郡山南

歯科休診

内科休診
ＡＭ：整形外科

内科休診
ＡＭ：歯科休診

ＡＭ：内科休診
ＡＭ：眼科診療

ＰＭ：内科休診
ＰＭ：心療内科

歯科休診
放射線講演会

心配事相談
（四倉鬼越仮設
 談話室）
東電窓口若宮前

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

プラ･ペット

プラ･ペット

プラ･ペット

プラ･ペット

プラ･ペット

プラ･ペット

プラ･ペット

プラ･ペット

プラ･ペット

プラ･ペット

不燃ごみ

カン

ビン

不燃ごみ

カン

ビン粗大ごみ粗大ごみ

今月の主な行事･休日今月の主な行事･休日

６日（土）　
　　　秋季大運動会
７・８日　　　村民号
８日（祝）　体育の日

燃えるごみ
毎週火金曜日

資源ごみ
毎週水曜日

プラ･ペット･パック類

燃えないごみ
ビン類･カン類･不燃物

敬 老 会

東電窓口稲川原

東電窓口稲川原

東電窓口稲川原
行政相談

東電窓口若宮前

東電窓口若宮前
いきいき教室
若宮前

東電窓口四倉

東電窓口の時間･場所は６ページの「10
月の賠償金請求に関する東京電力㈱相談
窓口の開設」をご覧下さい。
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H24.8.31現在 世帯数／1,112世帯（前月比-1）人口／男1,439人（前月比-2） 女1,369人（前月比-1）計2,808人（前月比-3）


